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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月7日(2008.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ゲンロック装置であって、
　外部の基準信号を入力する手段と、
　外部の基準信号に位相同期するマスター基準クロック信号を生成する手段と、
　ゲンロックの状態を記憶する手段と、
　を備えるゲンロック装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のゲンロック装置であって、ゲンロック装置はさらに、
　外部の基準信号に同期信号が含まれていないことを検出する手段を、
　備え、
　ゲンロックの状態は、外部の基準信号に同期信号が含まれていないことを含む、ゲンロ
ック装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のゲンロック装置であって、ゲンロック装置はさらに、
　外部の基準信号にバースト信号が含まれていないことを検出する手段を、
　備え、
　ゲンロックの状態は、外部の基準信号にバースト信号が含まれていないことを含む、ゲ
ンロック装置。
【請求項４】
　請求項１に記載のゲンロック装置であって、ゲンロック装置はさらに、
　外部の基準信号のフォーマットを検出する手段を、
　備え、
　ゲンロックの状態は、外部の基準信号のフォーマットを含む、ゲンロック装置。
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【請求項５】
　請求項１に記載のゲンロック装置であって、
　ゲンロックの状態は、マスター基準クロック信号が外部の基準信号に位相同期している
ことを含む、ゲンロック装置。
【請求項６】
　請求項１に記載のゲンロック装置であって、ゲンロック装置はさらに、
　内部の基準信号を発振する手段と、
　内部の基準信号に位相同期するマスター基準クロック信号を生成する手段と、
　備え、
　ゲンロックの状態は、マスター基準クロック信号が内部の基準信号に位相同期している
ことを含む、ゲンロック装置。
【請求項７】
　請求項１に記載のゲンロック装置であって、
　ゲンロックの状態は、ゲンロックの動作モードを含む、ゲンロック装置。
【請求項８】
　請求項１に記載のゲンロック装置であって、
　ゲンロックの状態を記憶する手段は、現在の日付及び時刻とともにゲンロックの状態を
記憶する、ゲンロック装置。
【請求項９】
　請求項１に記載のゲンロック装置であって、
　外部の基準信号に位相同期するマスター基準クロック信号を生成する手段は、電圧制御
発振器を備え、
　ゲンロック装置は、
　電圧制御発振器が、電圧制御発振器の基準周波数よりも所定の値だけ高い周波数を持つ
信号を発振するように、予め決定された第１の電圧値を記憶する手段と、
　電圧制御発振器を制御する電圧値が、第１の電圧値よりも大きいか否かを判定する手段
と、
　をさらに備え、
　ゲンロックの状態は、マスター基準クロック信号が、上限の許容値を超えて、外部の基
準信号に位相同期していることを含む、ゲンロック装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載のゲンロック装置であって、
　外部の基準信号に位相同期するマスター基準クロック信号を生成する手段は、電圧制御
発振器を備え、
　ゲンロック装置は、
　電圧制御発振器が、電圧制御発振器の基準周波数よりも所定の値だけ低い周波数を持つ
信号を発振するように、予め決定された第２の電圧値を記憶する手段と、
　電圧制御発振器を制御する電圧値が、第２の電圧値よりも小さいか否かを判定する手段
と、
　をさらに備え、
　ゲンロックの状態は、マスター基準クロック信号が、下限の許容値を超えて、外部の基
準信号に位相同期していることを含む、ゲンロック装置。
【請求項１１】
ゲンロック装置であって、
　外部の基準信号を入力する手段と、
　外部の基準信号に位相同期するマスター基準クロック信号を生成する手段であって、電
圧制御発振器を備える手段と、
　電圧制御発振器が、電圧制御発振器の基準周波数よりも所定の値だけ高い周波数を持つ
信号を発振するように、予め決定された第１の電圧値を記憶する手段と、
　電圧制御発振器を制御する電圧値が、第１の電圧値よりも大きいか否かを判定する手段
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と、
　マスター基準クロック信号が上限の許容値を超えて外部の基準信号に位相同期している
ことを表示する手段と、
　を備える、ゲンロック装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のゲンロック装置であって、
　電圧制御発振器が、電圧制御発振器の基準周波数よりも所定の値だけ低い周波数を持つ
信号を発振するように、予め決定された第２の電圧値を記憶する手段と、
　電圧制御発振器を制御する電圧値が、第２の電圧値よりも小さいか否かを判定する手段
と、
　マスター基準クロック信号が下限の許容値を超えて外部の基準信号に位相同期している
ことを表示する手段と、
　をさらに備えるゲンロック装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】ログ機能及び警告機能を持つゲンロック装置
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、ゲンロック装置に関連し、より詳細には、ゲンロック（ＧＥＮＥＲ
ＡＴＩＯＮ　ＬＯＣＫ）の状態を記録する機能、及び／又は、ゲンロックの状態を判定し
て警告する機能を有するゲンロック装置に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　ゲンロック装置は、様々な機器の中に組み込まれており、それらの機器は、例えば放送
局のスタジオ、中継車などの中に配置され、また、例えば映像処理などを行う。
　図１は、ゲンロックシステムを概略的に説明するための図であり、図２は、映像信号発
生器１２の概略機能ブロック図である。
【０００３】
　図１に示すように、ゲンロックシステムは、基準信号発生器１１と、映像信号発生器１
２及び１３と、終端器１４と、を備える。基準信号発生器１１は、基準信号（例えば、Ｎ
ＴＳＣブラックバースト（ＢＢ：Ｂｌａｃｋ　Ｂｕｒｓｔ）信号：ＥＸＴ＿ＲＥＦ）を生
成し、その基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）は、映像信号発生器１２及び１３の両者に入力さ
れる。映像信号発生器１２及び１３のそれぞれは、基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に同期し
た映像信号を生成し、出力する。このように、映像信号発生器１２及び１３のそれぞれか
ら出力される映像信号は、共通の基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に同期しているので、例え
ば、映像信号発生器１２及び１３から出力される映像を合成処理する場合に都合よく処理
することができる。
【０００４】
　図２に示すように、映像信号発生器１２は、ゲンロック装置２１と、映像信号処理装置
２２と、を備える。ゲンロック装置２１は、基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）を入力し、その
基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に同期したマスター基準クロック信号（ＭＡＳ＿ＲＥＦ＿Ｃ
ＬＫ）を生成して出力する。映像信号処理装置２２は、マスター基準クロック信号（ＭＡ
Ｓ＿ＲＥＦ＿ＣＬＫ）に基づいて、基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に同期した映像信号を生
成して出力する。
【０００５】
　なお、図２に示す映像信号発生器１２に類似する映像信号発生器は、以下に示す特許文
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献１の図１３に示されている。
【特許文献１】特開平１０－１９１０９９号公報（第１３図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　基準信号発生器１１からの基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）は、一般に、同軸ケーブルを介
して映像信号発生器１２及び１３に入力され、映像信号発生器１２及び１３に入力される
基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）は、何らかの原因により途切れることや、外部のノイズによ
り影響を受けることがある。このような場合、結果として、ゲンロックシステムは、悪影
響を受けることになる。
【０００７】
　本発明の目的は、ゲンロックシステムに影響を及ぼす現象を把握することができるゲン
ロック装置を提供することである。
　本発明のもう１つの目的は、ゲンロックの状態を記録する機能を有するゲンロック装置
を提供することである。
【０００８】
　本発明の更なる目的は、ゲンロックの状態を判定して警告する機能を有するゲンロック
装置を提供することである。
　本発明の他の目的は、特許請求の範囲、発明の実施形態、及び図面を参照することによ
り、当業者によって明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明のゲンロック装置は、外部の基準信号を入力する手段と、外部の基準信号に位相
同期するマスター基準クロック信号を生成する手段と、ゲンロックの状態を記憶する手段
と、を備える。
【００１０】
　ゲンロック装置はさらに、外部の基準信号に同期信号が含まれていないことを検出する
手段を備えるとこができ、ゲンロックの状態は、外部の基準信号に同期信号が含まれてい
ないことを含む。
【００１１】
　ゲンロック装置はさらに、外部の基準信号にバースト信号が含まれていないことを検出
する手段を備えることでき、ゲンロックの状態は、外部の基準信号にバースト信号が含ま
れていないことを含む。
【００１２】
　ゲンロック装置はさらに、外部の基準信号のフォーマットを検出する手段を備えること
ができ、ゲンロックの状態は、外部の基準信号のフォーマットを含む。
　ゲンロックの状態は、マスター基準クロック信号が外部の基準信号に位相同期している
ことを含む。
【００１３】
　ゲンロック装置はさらに、内部の基準信号を発振する手段と、内部の基準信号に位相同
期するマスター基準クロック信号を生成する手段と、備えることができ、ゲンロックの状
態は、マスター基準クロック信号が内部の基準信号に位相同期していることを含む。
【００１４】
　ゲンロックの状態は、ゲンロックの動作モードを含む。ゲンロックの状態を記憶する手
段は、現在の日付及び時刻とともにゲンロックの状態を記憶することができる。外部の基
準信号に位相同期するマスター基準クロック信号を生成する手段は、電圧制御発振器を備
えることができる。ゲンロック装置は、電圧制御発振器が、電圧制御発振器の基準周波数
よりも所定の値だけ高い周波数を持つ信号を発振するように、予め決定された第１の電圧
値を記憶する手段と、電圧制御発振器を制御する電圧値が、第１の電圧値よりも大きいか
否かを判定する手段と、をさらに備えることができる。ゲンロックの状態は、マスター基
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準クロック信号が、上限の許容値を超えて、外部の基準信号に位相同期していることを含
む。
【００１５】
　ゲンロック装置は、電圧制御発振器が、電圧制御発振器の基準周波数よりも所定の値だ
け低い周波数を持つ信号を発振するように、予め決定された第２の電圧値を記憶する手段
と、電圧制御発振器を制御する電圧値が、第２の電圧値よりも小さいか否かを判定する手
段と、をさらに備えることができる。ゲンロックの状態は、マスター基準クロック信号が
、下限の許容値を超えて、外部の基準信号に位相同期していることを含む。
【００１６】
　ゲンロック装置は、マスター基準クロック信号が上限の許容値を超えて外部の基準信号
に位相同期していることを表示する手段を備えることができる。ゲンロック装置は、マス
ター基準クロック信号が下限の許容値を超えて外部の基準信号に位相同期していることを
表示する手段を備えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に、本発明の実施形態を説明するが、本発明は、これらの実施形態に限定されない
。また、当業者は、以下の実施形態を変形して、特許請求の範囲によって定義される本発
明を容易に実施することができるであろう。
【００１８】
　図３は、本発明に従ったゲンロック装置２１の詳細なブロック図である。なお、図３に
示すゲンロック装置２１は、外部同期モード及び内部同期モードの双方を備える。外部同
期モードは、基準信号発生器１１からの基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に位相同期したマス
ター基準クロック信号を生成するモードである。内部同期モードは、ゲンロック装置２１
の内部で発振する基準信号（ＩＮＴ＿ＲＥＦ）に位相同期したマスター基準クロック信号
を生成するモードである。また、外部同期モードは、基準信号発生器１１からの基準信号
（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）が無くなった場合に、無くなる直前の基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に
位相同期したマスター基準クロック信号を生成するモード（ＦＬＹＷＨＥＥＬ）を含む。
【００１９】
　同期信号分離器３１は、基準信号発生器１１からの基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）を入力
し、基準信号に同期信号が含まれているか否かを判定する。基準信号に、同期信号が含ま
れている場合、同期信号分離器３１は、基準信号から同期信号を分離する。
【００２０】
　基準信号に、同期信号が含まれていない場合、同期信号分離器３１は、同期信号が含ま
れていないことを示す信号を生成し、その信号（ＳＹＮＣ＿ＡＢＳＥＮＴ）をＣＰＵ４４
に出力する。この場合、同期信号分離器３１は、位相比較器３２に何も出力しない。
【００２１】
　基準信号に、同期信号が含まれている場合、同期信号分離器３１はさらに、基準信号に
バースト信号が含まれているか否かを判定する。基準信号に、バースト信号が含まれてい
ない場合、同期信号分離器３１は、バースト信号が含まれていないことを示す信号を生成
し、その信号（ＢＵＲＳＴ＿ＡＢＳＥＮＴ）をＣＰＵ４４に出力する。
【００２２】
　基準信号に、同期信号が含まれている場合、同期信号分離器３１はさらに、基準信号の
フォーマットを検出し、検出したフォーマットを示す信号（ＦＯＲＭＡＴ＿ＤＥＴＥＣＴ
）をＣＰＵ４４に出力する。
【００２３】
　同期信号分離器３１は、基準信号から同期信号を分離した後、ＣＰＵ４４からの指示に
従って、分離した同期信号をそのまま位相比較器３２に出力し、或いは、分離した同期信
号を分周し、位相比較器３２に入力するための適切な信号を生成し、位相比較器３２に出
力する。なお、ＣＰＵ４４からの指示は、例えば、所定の分周比（１／１を含む。）で分
周する、或いは、分周しない、等である。具体的には、例えば、基準信号がＳＤ（Ｓｔａ
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ｎｄａｒｄ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）規格の基準信号である場合、ＣＰＵ４４は、分離し
た同期信号をそのまま位相比較器３２に出力する。また、基準信号がＨＤ（Ｈｉｇｈ　Ｄ
ｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）規格の基準信号（１０８０ｉ／５９．９４）である場合、ＣＰＵ４
４は、分離した同期信号を１／１５に分周して、位相比較器３２に出力する。さらに、基
準信号がＨＤ規格の基準信号（１０８０ｉ／５０）である場合、ＣＰＵ４４は、分離した
同期信号を１／９に分周して、位相比較器３２に出力する。
【００２４】
　位相比較器３２は、同期信号分離器３１から同期信号（分周された同期信号を含む）を
入力する。また、位相比較器３２は、電圧制御発振器４０から発振される信号をプログラ
マブル分周器４２を介して入力する。位相比較器３２は、入力した２つの信号の位相を比
較し、位相差を示す信号をローパスフィルタ３３に出力する。
【００２５】
　ローパスフィルタ３３は、位相比較器３２から入力した信号の高周波成分を除去して、
ＡＤコンバータ３４に出力する。
　ＡＤコンバータ３４は、ローパスフィルタ３３から入力した信号の電圧をデジタル値に
変換して、マルチプレクサ３５及びバッファ３６に出力する。
【００２６】
　マルチプレクサ３５は、ＡＤコンバータ３４からデジタル値を入力する。また、マルチ
プレクサ３５は、ラッチ３７に保持されているデジタル値を入力する。マルチプレクサ３
５は、入力した２つのデジタル値の何れか１つを選択するための信号を、ＣＰＵ４４から
入力する。マルチプレクサ３５は、選択信号に従って、入力した２つのデジタル値を切り
替えて、マルチプレクサ３８に出力する。
【００２７】
　より具体的には、例えば、マルチプレクサ３５は、ＡＤコンバータ３４のデジタル値を
選択するための信号（Ｖｃ　ＳＥＬＥＣＴ）を入力する場合、ＡＤコンバータ３４からの
デジタル値をマルチプレクサ３８に出力する。また、マルチプレクサ３５は、ラッチ３７
のデジタル値を選択するための信号（Ｖｃ　ＦＬＹＷＨＥＥＬ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＳＥＬ
ＥＣＴ）を入力する場合、ラッチ３７に保持されているデジタル値をマルチプレクサ３８
に出力する。
【００２８】
　バッファ３６は、ＡＤコンバータ３４からのデジタル値を記憶する。なお、バッファ３
６に記憶されるデジタル値は、ＣＰＵ４４によって読み出される。
　ラッチ３７は、ＦＬＹＷＨＥＥＬモードを実行するためのデジタル値を保持し、マルチ
プレクサ３５に出力する。なお、ラッチ３７に保持されるデジタル値は、ＣＰＵ４４によ
って書き込まれる。
【００２９】
　マルチプレクサ３８は、マルチプレクサ３５からデジタル値を入力する。また、マルチ
プレクサ３８は、ラッチ４３に保持されているデジタル値を入力する。マルチプレクサ３
８は、入力した２つのデジタル値の何れか１つを選択するための信号を、ＣＰＵ４４から
入力する。マルチプレクサ３８は、選択信号に従って、入力した２つのデジタル値を切り
替えて、ＤＡコンバータ３９に出力する。
【００３０】
　より具体的には、例えば、マルチプレクサ３８は、マルチプレクサ３５のデジタル値を
選択するための信号（ＥＸＴ　ＳＥＬＥＣＴ）を入力する場合、マルチプレクサ３５から
のデジタル値をＤＡコンバータ３９に出力する。また、マルチプレクサ３８は、ラッチ４
３のデジタル値を選択するための信号（ＩＮＴ　ＳＥＬＥＣＴ）を入力する場合、ラッチ
４３に保持されているデジタル値をＤＡコンバータ３９に出力する。
【００３１】
　ＤＡコンバータ３９は、マルチプレクサ３８から入力したデジタル値をアナログ電圧に
変換して、電圧制御発振器４０に出力する。
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　電圧制御発振器４０は、ＤＡコンバータ３９からのアナログ電圧に応じて、一定の周波
数を持つ信号を発振し、分周器４１に出力する。
【００３２】
　分周器４１は、電圧制御発振器４０から入力した信号の周波数を所定の数で除算した値
の周波数を持つ信号を、プログラマブル分周器４２に出力する。所定の数は、例えば、２
である。分周器４１によって生成される信号は、本発明のゲンロック装置２１の出力信号
であり、マスター基準クロック信号（ＭＡＳ＿ＲＥＦ＿ＣＬＫ）として、ゲンロック装置
２１から映像信号処理装置２２に送られる。なお、分周器４１を省略することもでき、こ
の場合、電圧制御発振器４０から出力される信号が、マスター基準クロック信号（ＭＡＳ
＿ＲＥＦ＿ＣＬＫ）である。
【００３３】
　プログラマブル分周器４２は、分周器４１から入力した信号の周波数を所定の数で除算
した値の周波数を持つ信号を、位相比較器３２に出力する。所定の数は、位相比較器３２
に入力される２つの信号の位相差がなくなるように、検出したフォーマットを示す信号（
ＦＯＲＭＡＴ＿ＤＥＴＥＣＴ）を元にＣＰＵ４４によって決定される。
【００３４】
　外部同期モードにおいて、位相比較器３２に入力される２つの信号が位相同期している
ので、基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に含まれている同期信号と、マスター基準クロック信
号（ＭＡＳ＿ＲＥＦ＿ＣＬＫ）とは、位相同期している。
【００３５】
　ラッチ４３は、内部同期モードにおいて電圧制御発振器４０を制御するためのデジタル
値を保持し、マルチプレクサ３８に出力する。なお、ラッチ３７に保持されるデジタル値
は、ＣＰＵ４４によって書き込まれ、このデジタル値は、電圧制御発振器４０が、電圧制
御発振器４０の基準周波数（例えば、２７ＭＨｚ）を持つ信号を発振するように、予め決
定されている。
【００３６】
　メモリ手段４５（例えば、フラッシュメモリ）は、電圧制御発振器４０が、電圧制御発
振器４０の基準周波数（例えば、２７ＭＨｚ）を持つ信号を発振するように、予め決定さ
れたデジタル値を記憶する。また、メモリ手段４５は、電圧制御発振器４０が、基準周波
数（例えば、２７ＭＨｚ）よりも所定の値（例えば、基準周波数の１０ｐｐｍ）だけ高い
周波数（例えば、２７．０００２７０ＭＨｚ）を持つ信号を発振するように、予め決定さ
れたデジタル値を記憶する。さらに、メモリ手段４５は、電圧制御発振器４０が、基準周
波数よりも所定の値だけ低い周波数（例えば、２６．９９９７３０ＭＨｚ）を持つ信号を
発振するように、予め決定されたデジタル値を記憶する。加えて、メモリ手段４５は、Ｃ
ＰＵ４４を制御するためのプログラムを記憶する。
【００３７】
　ＣＰＵ４４は、メモリ手段４５に記憶されるプログラムを読み出し、プログラムに従っ
て、以下に示す動作を実行する。なお、ゲンロックの動作モードを表すデータが、メモリ
手段４７（例えば、ＲＡＭ）に記憶されている。ゲンロックの動作モードは、例えば、５
つの動作モードからなる。第１の動作モード（ＩＮＴＥＲＮＡＬ）は、常に内部同期モー
ドでゲンロックを行うモードである。第２の動作モード（ＡＵＴＯ（ＧＯ　ＩＮＴＥＲＮ
ＡＬ））は、外部の基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）のフォーマットに拘わらず、外部同期モ
ードでゲンロックを行い、また、外部の基準信号が無くなった場合に内部同期モードでゲ
ンロックを行うモードである。第３の動作モード（ＭＡＮＵＡＬ（ＧＯ　ＩＮＴＥＲＮＡ
Ｌ））は、ユーザによって指定されたフォーマットと一致する外部の基準信号が入力され
る場合に外部同期モードでゲンロックを行い、それ以外の場合に内部同期モードでゲンロ
ックを行うモードである。第４の動作モード（ＡＵＴＯ（ＦＬＹＷＨＥＥＬ））は、外部
の基準信号のフォーマットに拘わらず、外部同期モードでゲンロックを行い、また、外部
の基準信号が無くなった場合に、無くなる直前の外部の基準信号を用いてゲンロックを行
うモードである。第５の動作モード（ＭＡＮＵＡＬ（ＦＬＹＷＨＥＥＬ））は、ユーザに
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よって指定されたフォーマットと一致する外部の基準信号が入力される場合に外部同期モ
ードでゲンロックを行い、また、外部の基準信号が無くなった場合に、無くなる直前の外
部の基準信号を用いてゲンロックを行うモードである。
【００３８】
　また、警告機能が有効か否かを示すデータも、メモリ手段４７に記憶されている。さら
に、ログ機能が有効か否かを示すデータも、メモリ手段４７に記憶されている。以下の説
明において、メモリ手段４７には、第２の動作モード（ＡＵＴＯ（ＧＯ　ＩＮＴＥＲＮＡ
Ｌ））を表すデータ、警告機能が有効であることを示すデータ、及びログ機能が有効であ
ることを示すデータが、予め記憶されていると仮定する。また、基準信号発生器１１から
の基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）は、同期信号分離器３１に予め入力されていないと仮定す
る。
【００３９】
　ＣＰＵ４４は、プログラムに従って起動すると、リアルタイムクロック４６を参照して
現在の日付及び時刻（例えば、２００４／１２／１５　１２：３４：５６）を得るととも
に、メモリ手段４７に記憶されていたデータ（第２の動作モード（ＡＵＴＯ（ＧＯ　ＩＮ
ＴＥＲＮＡＬ））を表すデータ、警告機能が有効であることを示すデータ、及びログ機能
が有効であることを示すデータ）を読み出す。その後、ＣＰＵ４４は、第２の動作モード
を準備するために、ＡＤコンバータ３４のデジタル値を選択するための信号（Ｖｃ　ＳＥ
ＬＥＣＴ）をマルチプレクサ３５に出力する。また、ＣＰＵ４４は、警告機能及びログ機
能を有効にする。ＣＰＵ４４は、ゲンロック装置２１が起動したこと及びゲンロックの動
作モードを表すための信号を表示手段４９に出力する。表示手段４９は、例えば、「ＰＯ
ＷＥＲ　ＯＮ，ＭＯＤＥ［ＡＵＴＯ（ＧＯ　ＩＮＴＥＲＮＡＬ）］」を表示する。ログ機
能が有効であるので、ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに対応する日
付及び時刻をメモリ手段４７に記憶する。
【００４０】
　なお、ＣＰＵ４４は、外部同期モードを有効にするために、マルチプレクサ３５のデジ
タル値を選択するための信号（ＥＸＴ　ＳＥＬＥＣＴ）をマルチプレクサ３８に出力する
。また、ＣＰＵ４４は、内部同期モードを準備する。すなわち、ＣＰＵ４４は、基準周波
数（例えば、２７ＭＨｚ）を持つ信号を電圧制御発振器４０に発振させるためのデジタル
値をメモリ手段４５から読み出し、ラッチ４３に出力する。さらに、ＣＰＵ４４は、警告
機能の準備をするために、基準周波数（例えば、２７ＭＨｚ）よりも所定の値だけ高い及
び低い周波数（例えば、２７．０００２７０ＭＨｚ及び２６．９９９７３０ＭＨｚ）を持
つ信号を電圧制御発振器４０に発振させるための２つのデジタル値をメモリ手段４５から
読み出す。
【００４１】
　基準信号発生器１１からの基準信号が、同期信号分離器３１に入力されていないので、
ＣＰＵ４４は、同期信号が含まれていないことを示す信号（ＳＹＮＣ＿ＡＢＳＥＮＴ）を
、同期信号分離器３１から受け取るとともに、リアルタイムクロック４６を参照して現在
の日付及び時刻（例えば、２００４／１２／１５　１２：３５：４３）を得る。その後、
ＣＰＵ４４は、内部同期モードを有効にするために、ラッチ４３のデジタル値を選択する
ための信号（ＩＮＴ　ＳＥＬＥＣＴ）をマルチプレクサ３８に出力する。また、ＣＰＵ４
４は、同期信号が無いこと及び内部同期モードを表すための信号を表示手段４９に出力す
る。表示手段４９は、例えば、「ＳＹＮＣ　ＡＢＳＥＮＴ，［ＩＮＴ］」を表示する。Ｃ
ＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに対応する日付及び時刻をメモリ手段
４７に記憶する。
【００４２】
　その後、基準信号発生器１１からの基準信号（ＮＴＳＣ方式の同期信号であって、バー
スト信号、フィールド・リファレンス信号、および、１０フィールドＩＤ信号が多重され
、映像信号が多重されていない信号）が、同期信号分離器３１に入力されると仮定する。
ＣＰＵ４４は、検出したフォーマットを示す信号（ＦＯＲＭＡＴ＿ＤＥＴＥＣＴ）を同期
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信号分離器３１から受け取ると、外部同期モードを有効にするために、マルチプレクサ３
５のデジタル値を選択するための信号（ＥＸＴ　ＳＥＬＥＣＴ）をマルチプレクサ３８に
出力する。ＣＰＵ４４は、バッファ３６の読み出しによって、位相比較器３２に入力され
る２つの信号の位相差がなくなったことを得るとともに、現在の日付及び時刻（例えば、
２００４／１２／１５　１２：４８：１２）を得る。また、ＣＰＵ４４は、マスター基準
クロック信号が基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に位相同期したこと及び基準信号のフォーマ
ット（ＮＴＳＣ方式の同期信号であって、バースト信号、フィールド・リファレンス信号
、および、１０フィールドＩＤ信号が多重され、映像信号が多重されていない信号）を表
すための信号を表示手段４９に出力する。表示手段４９は、例えば、「ＬＯＣＫＥＤ（Ｅ
ＸＴ），［ＮＴＳＣ　ＢＢ＋Ｒｅｆ＋ＩＤ］」を表示する。なお、「ＮＴＳＣ　ＢＢ」は
、ＮＴＳＣブラックバースト信号（ＮＴＳＣ方式の同期信号であって、バースト信号が多
重され、映像信号が多重されていない信号）を表し、「Ｒｅｆ」は、フィールド・リファ
レンス信号が多重されていることを表し、「ＩＤ」は、１０フィールドＩＤ信号が多重さ
れていることを表す。ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに対応する日
付及び時刻をメモリ手段４７に記憶する。なお、警告機能が有効であるので、ＣＰＵ４４
は、マスター基準クロック信号が基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に位相同期している間、バ
ッファ３６に記憶されるデジタル値を定期的に読み出す。ＣＰＵ４４はさらに、バッファ
３６からのデジタル値が、基準周波数よりも所定の値だけ高い周波数（例えば、２７．０
００２７０ＭＨｚ）を持つ信号を電圧制御発振器４０に発振させるためのデジタル値より
も大きいか否かを判定し、また、バッファ３６からのデジタル値が、基準周波数よりも所
定の値だけ低い周波数（例えば、２６．９９９７３０ＭＨｚ）を持つ信号を電圧制御発振
器４０に発振させるためのデジタル値よりも小さいか否かを判定する。
【００４３】
　その後、基準信号発生器１１からの基準信号が、同期信号分離器３１に入力されなくな
ると仮定する。ＣＰＵ４４は、同期信号がなくなったことを表す信号（ＳＹＮＣ＿ＡＢＳ
ＥＮＴ）を、同期信号分離器３１から受け取るとともに、現在の日付及び時刻（例えば、
２００４／１２／１５　１３：０１：２３）を得る。その後、ＣＰＵ４４は、内部同期モ
ードを有効する。また、ＣＰＵ４４は、同期信号が無いこと及びゲンロックの状態を表す
ための信号を表示手段４９に出力する。表示手段４９は、例えば、「ＳＹＮＣ　ＡＢＳＥ
ＮＴ，［ＩＮＴ］」を表示する。ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに
対応する日付及び時刻をメモリ手段４７に記憶する。
【００４４】
　その後、基準信号発生器１１からの基準信号（ＮＴＳＣ方式の同期信号であって、バー
スト信号が多重され、映像信号が多重されていない信号（＝ＮＴＳＣ方式のブラックバー
スト信号））が、同期信号分離器３１に入力されると仮定する。ＣＰＵ４４は、検出した
フォーマットを示す信号を同期信号分離器３１から受け取ると、外部同期モードを有効に
する。ＣＰＵ４４は、バッファ３６の読み出しによって、位相比較器３２に入力される２
つの信号の位相差がなくなったことを得るとともに、現在の日付及び時刻（例えば、２０
０４／１２／１５　１３：０５：０７）を得る。また、ＣＰＵ４４は、マスター基準クロ
ック信号が基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に位相同期したこと及び基準信号のフォーマット
（ＮＴＳＣ方式のブラックバースト信号）を表すための信号を表示手段４９に出力する。
表示手段４９は、例えば、「ＬＯＣＫＥＤ（ＥＸＴ），［ＮＴＳＣ　ＢＢ］」を表示する
。ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに対応する日付及び時刻をメモリ
手段４７に記憶する。なお、警告機能が有効であるので、ＣＰＵ４４は、マスター基準ク
ロック信号が基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に位相同期している間、定期的に、バッファ３
６からのデジタル値と、メモリ手段４５からの各デジタル値とを比較する。
【００４５】
　その後、同期信号に、バースト信号が含まれなくなると仮定する。ＣＰＵ４４は、バー
スト信号がなくなったことを表す信号（ＢＵＲＳＴ＿ＡＢＳＥＮＴ）を、同期信号分離器
３１から受け取るとともに、現在の日付及び時刻（例えば、２００４／１２／１５　１３
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：３４：４５）を得る。その後、ＣＰＵ４４は、内部同期モードを有効する。また、ＣＰ
Ｕ４４は、バースト信号が無いこと及びゲンロックの状態を表すための信号を表示手段４
９に出力する。表示手段４９は、例えば、「ＢＵＲＳＴ　ＡＢＳＥＮＴ，［ＩＮＴ］」を
表示する。ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに対応する日付及び時刻
をメモリ手段４７に記憶する。
【００４６】
　この時、同期信号にバースト信号が含まれなくとも、同期信号は、存在している。即ち
、基準信号発生器１１からの基準信号は、総走査線数が５２５本でありフレーム周波数が
５９．９４Ｈｚの同期信号であって、インターレース方式の同期信号である。従って、同
期信号分離器３１は、入力した基準信号のフォーマットを検出する。ＣＰＵ４４は、検出
したフォーマットを示す信号を同期信号分離器３１から受け取ると、外部同期モードを有
効にする。ＣＰＵ４４は、バッファ３６の読み出しによって、位相比較器３２に入力され
る２つの信号の位相差がなくなったことを得るとともに、現在の日付及び時刻（例えば、
２００４／１２／１５　１３：３４：４８）を得る。また、ＣＰＵ４４は、マスター基準
クロック信号が基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に位相同期したこと及び基準信号のフォーマ
ット（総走査線数が５２５本でありフレーム周波数が５９．９４Ｈｚの同期信号であって
、インターレース方式の同期信号）を表すための信号を表示手段４９に出力する。表示手
段４９は、例えば、「ＬＯＣＫＥＤ（ＥＸＴ），［５２５ｉ／５９．９４］」を表示する
。ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに対応する日付及び時刻をメモリ
手段４７に記憶する。なお、警告機能が有効であるので、ＣＰＵ４４は、定期的に、バッ
ファ３６からのデジタル値と、メモリ手段４５からの各デジタル値とを比較する。
【００４７】
　その後、基準信号発生器１１からの基準信号が、同期信号分離器３１に入力されなくな
ると仮定する。ＣＰＵ４４は、同期信号がなくなったことを表す信号（ＳＹＮＣ＿ＡＢＳ
ＥＮＴ）を、同期信号分離器３１から受け取るとともに、現在の日付及び時刻（例えば、
２００４／１２／１５　１３：３７：２０）を得る。その後、ＣＰＵ４４は、内部同期モ
ードを有効する。また、ＣＰＵ４４は、同期信号が無いこと及びゲンロックの状態を表す
ための信号を表示手段４９に出力する。表示手段４９は、例えば、「ＳＹＮＣ　ＡＢＳＥ
ＮＴ，［ＩＮＴ］」を表示する。ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに
対応する日付及び時刻をメモリ手段４７に記憶する。
【００４８】
　その後、基準信号発生器１１からの基準信号（ＮＴＳＣ方式のブラックバースト信号）
が、同期信号分離器３１に入力されると仮定する。ＣＰＵ４４は、検出したフォーマット
を示す信号を同期信号分離器３１から受け取ると、外部同期モードを有効にする。ＣＰＵ
４４は、バッファ３６の読み出しによって、位相比較器３２に入力される２つの信号の位
相差がなくなったことを得るとともに、現在の日付及び時刻（例えば、２００４／１２／
１５　１３：３７：２２）を得る。また、ＣＰＵ４４は、マスター基準クロック信号が基
準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に位相同期したこと及び基準信号のフォーマット（ＮＴＳＣ方
式のブラックバースト信号）を表すための信号を表示手段４９に出力する。表示手段４９
は、例えば、「ＬＯＣＫＥＤ（ＥＸＴ），［ＮＴＳＣ　ＢＢ］」を表示する。ＣＰＵ４４
は、表示手段４９が表示する内容及びそれに対応する日付及び時刻をメモリ手段４７に記
憶する。なお、警告機能が有効であるので、ＣＰＵ４４は、定期的に、バッファ３６から
のデジタル値と、メモリ手段４５からの各デジタル値とを比較する。
【００４９】
　その後、ゲンロックの動作モードが第４の動作モードに変更されると仮定する。ＣＰＵ
４４は、ユーザによって変更された第４の動作モードを入力手段５０から入力し、第４の
動作モードを有効にするとともに、現在の日付及び時刻（例えば、２００４／１２／１５
　１３：４５：５０）を得る。また、ＣＰＵ４４は、第４の動作モードを表すデータをメ
モリ手段４７に記憶する。さらに、ＣＰＵ４４は、ゲンロックの動作モードが変更したこ
と及びゲンロックの動作モードを表すための信号を表示手段４９に出力する。表示手段４
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９は、例えば、「ＭＯＤＥ　ＣＨＡＮＧＥ，ＭＯＤＥ［ＡＵＴＯ（ＦＬＹＷＨＥＥＬ）］
」を表示する。
【００５０】
　ＣＰＵ４４は、バッファ３６の読み出しによって、位相比較器３２に入力される２つの
信号の位相差がなくなったことを得るとともに、現在の日付及び時刻（例えば、２００４
／１２／１５　１３：４６：０５）を得る。また、ＣＰＵ４４は、マスター基準クロック
信号が、再び、基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に位相同期したこと及び基準信号のフォーマ
ット（ＮＴＳＣ方式のブラックバースト信号）を表すための信号を表示手段４９に出力す
る。表示手段４９は、例えば、「ＬＯＣＫＥＤ（ＥＸＴ），［ＮＴＳＣ　ＢＢ］」を表示
する。ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに対応する日付及び時刻をメ
モリ手段４７に記憶する。なお、警告機能が有効であるので、ＣＰＵ４４は、定期的に、
バッファ３６からのデジタル値と、メモリ手段４５からの各デジタル値とを比較する。
【００５１】
　その後、基準信号発生器１１からの基準信号が、同期信号分離器３１に入力されなくな
ると仮定する。ＣＰＵ４４は、同期信号がなくなったことを表す信号（ＳＹＮＣ＿ＡＢＳ
ＥＮＴ）を、同期信号分離器３１から受け取るとともに、現在の日付及び時刻（例えば、
２００４／１２／１５　１３：５１：２３）を得る。ＣＰＵ４４は、同期信号が無いこと
を表すための信号を表示手段４９に出力する。表示手段４９は、例えば、「ＳＹＮＣ　Ａ
ＢＳＥＮＴ，［ＮＯ　ＳＩＧＮＡＬ］」を表示する。ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示
する内容及びそれに対応する日付及び時刻をメモリ手段４７に記憶する。
【００５２】
　その後、ＣＰＵ４４は、同期信号がなくなったことを表す信号（ＳＹＮＣ＿ＡＢＳＥＮ
Ｔ）を受け取る直前にバッファ３６から読み出したデジタル値をラッチ３７に出力する。
さらに、ＣＰＵ４４は、ラッチ３７のデジタル値を選択するための信号（Ｖｃ　ＦＬＹＷ
ＨＥＥＬ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＳＥＬＥＣＴ）をマルチプレクサ３５に出力するとともに、
現在の日付及び時刻（例えば、２００４／１２／１５　１３：５１：２４）を得る。ＣＰ
Ｕ４４は、マスター基準クロック信号が、無くなる直前の基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に
位相同期したこと及び基準信号が無いことを表すための信号を表示手段４９に出力する。
表示手段４９は、例えば、「ＬＯＣＫＥＤ（ＦＬＹＷＨＥＥＬ），［ＮＯ　ＳＩＧＮＡＬ
］」を表示する。ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに対応する日付及
び時刻をメモリ手段４７に記憶する。
【００５３】
　その後、基準信号発生器１１からの基準信号（ＮＴＳＣ方式のブラックバースト信号）
が、同期信号分離器３１に入力されると仮定する。ＣＰＵ４４は、検出したフォーマット
を示す信号を同期信号分離器３１から受け取ると、ＡＤコンバータ３４のデジタル値を選
択するための信号（Ｖｃ　ＳＥＬＥＣＴ）をマルチプレクサ３５に出力する。ＣＰＵ４４
は、バッファ３６の読み出しによって、位相比較器３２に入力される２つの信号の位相差
がなくなったことを得るとともに、現在の日付及び時刻（例えば、２００４／１２／１５
　１３：５５：５０）を得る。また、ＣＰＵ４４は、マスター基準クロック信号が基準信
号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に位相同期したこと及び基準信号のフォーマット（ＮＴＳＣ方式の
ブラックバースト信号）を表すための信号を表示手段４９に出力する。表示手段４９は、
例えば、「ＬＯＣＫＥＤ（ＥＸＴ），［ＮＴＳＣ　ＢＢ］」を表示する。ＣＰＵ４４は、
表示手段４９が表示する内容及びそれに対応する日付及び時刻をメモリ手段４７に記憶す
る。なお、警告機能が有効であるので、ＣＰＵ４４は、定期的に、バッファ３６からのデ
ジタル値と、メモリ手段４５からの各デジタル値とを比較する。
【００５４】
　その後、同期信号に、バースト信号が含まれなくなると仮定する。ＣＰＵ４４は、バー
スト信号がなくなったことを表す信号（ＢＵＲＳＴ＿ＡＢＳＥＮＴ）を、同期信号分離器
３１から受け取るとともに、現在の日付及び時刻（例えば、２００４／１２／１５　１４
：０１：０２）を得る。ＣＰＵ４４は、バースト信号が無いことを表すための信号を表示
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手段４９に出力する。表示手段４９は、例えば、「ＢＵＲＳＴ　ＡＢＳＥＮＴ，［ＮＯ　
ＳＩＧＮＡＬ］」を表示する。ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに対
応する日付及び時刻をメモリ手段４７に記憶する。
【００５５】
　この時、同期信号にバースト信号が含まれなくとも、同期信号は、存在している。即ち
、基準信号発生器１１からの基準信号は、総走査線数が５２５本でありフレーム周波数が
５９．９４Ｈｚの同期信号であって、インターレース方式の同期信号である。従って、同
期信号分離器３１は、入力した基準信号のフォーマットを検出する。
ＣＰＵ４４は、バースト信号がなくなったことを表す信号（ＢＵＲＳＴ＿ＡＢＳＥＮＴ）
を受け取る直前にバッファ３６から読み出したデジタル値をラッチ３７に出力する。さら
に、ＣＰＵ４４は、ラッチ３７のデジタル値を選択するための信号（Ｖｃ　ＦＬＹＷＨＥ
ＥＬ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＳＥＬＥＣＴ）をマルチプレクサ３５に出力するとともに、現在
の日付及び時刻（例えば、２００４／１２／１５　１４：０１：０３）を得る。また、Ｃ
ＰＵ４４は、検出したフォーマットを示す信号を同期信号分離器３１から受け取る。ＣＰ
Ｕ４４は、マスター基準クロック信号が、無くなる直前の基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に
位相同期したこと及び検出した基準信号のフォーマットを表すための信号を表示手段４９
に出力する。表示手段４９は、例えば、「ＬＯＣＫＥＤ（ＦＬＹＷＨＥＥＬ），［５２５
ｉ／５９．９４］」を表示する。ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに
対応する日付及び時刻をメモリ手段４７に記憶する。
【００５６】
　ＣＰＵ４４は、検出したフォーマットを示す信号を同期信号分離器３１から受け取ると
、ＡＤコンバータ３４のデジタル値を選択するための信号（Ｖｃ　ＳＥＬＥＣＴ）をマル
チプレクサ３５に出力する。ＣＰＵ４４は、バッファ３６の読み出しによって、位相比較
器３２に入力される２つの信号の位相差がなくなったことを得るとともに、現在の日付及
び時刻（例えば、２００４／１２／１５　１４：０１：０４）を得る。また、ＣＰＵ４４
は、マスター基準クロック信号が基準信号（ＥＸＴ＿ＲＥＦ）に位相同期したこと及び基
準信号のフォーマット（総走査線数が５２５本でありフレーム周波数が５９．９４Ｈｚの
同期信号であって、インターレース方式の同期信号）を表すための信号を表示手段４９に
出力する。表示手段４９は、例えば、「ＬＯＣＫＥＤ（ＥＸＴ），［５２５ｉ／５９．９
４］」を表示する。ＣＰＵ４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに対応する日付
及び時刻をメモリ手段４７に記憶する。なお、警告機能が有効であるので、ＣＰＵ４４は
、定期的に、バッファ３６からのデジタル値と、メモリ手段４５からの各デジタル値とを
比較する。
【００５７】
　その後、バッファ３６からのデジタル値が、メモリ手段４５からの各デジタル値によっ
て定義される範囲を超えると仮定する。ＣＰＵ４４は、バッファ３６からのデジタル値が
、基準周波数よりも所定の値だけ高い周波数（例えば、２７．０００２７０ＭＨｚ）を持
つ信号を発振するように予め決定されたデジタル値よりも大きいと判定すると、現在の日
付及び時刻（例えば、２００４／１２／１５　１４：０１：１４）を得る。好ましくは、
バッファ３６からのデジタル値が、所定の期間（例えば、１０秒間）以上、メモリ手段４
５からの各デジタル値によって定義される範囲を超える場合に、ＣＰＵ４４は、バッファ
３６からのデジタル値が、メモリ手段４５からのデジタル値よりも大きいと判定し、現在
の日付及び時刻を得る。
【００５８】
　また、ＣＰＵ４４は、マスター基準クロック信号が上限の許容値を超えて基準信号（Ｅ
ＸＴ＿ＲＥＦ）に位相同期したこと及び基準信号のフォーマット（総走査線数が５２５本
でありフレーム周波数が５９．９４Ｈｚの同期信号であって、インターレース方式の同期
信号）を表すための信号を表示手段４９に出力する。表示手段４９は、例えば、「ＷＡＲ
ＮＩＮＧ！　ＯＶＥＲ　＋１０ｐｐｍ，［５２５ｉ／５９．９４］」を表示する。ＣＰＵ
４４は、表示手段４９が表示する内容及びそれに対応する日付及び時刻をメモリ手段４７
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に記憶する。なお、警告機能が有効であるので、ＣＰＵ４４は、引き続き、バッファ３６
からのデジタル値と、メモリ手段４５からの各デジタル値とを比較する。なお、表示手段
４９は、警告を示す文字を表示する代わりに、警告を示すＬＥＤの点灯又は点滅によって
、実施してもよい。
【００５９】
　その後、バッファ３６からのデジタル値が、メモリ手段４５からの各デジタル値によっ
て定義される範囲内に戻ると仮定する。ＣＰＵ４４は、バッファ３６からのデジタル値が
、基準周波数よりも所定の値だけ高い周波数（例えば、２７．０００２７０ＭＨｚ）を持
つ信号を発振するように予め決定されたデジタル値よりも小さいと判定すると、現在の日
付及び時刻（例えば、２００４／１２／１５　１４：０２：３０）を得る。好ましくは、
バッファ３６からのデジタル値が、所定の期間（例えば、１０秒間）以上、メモリ手段４
５からの各デジタル値によって定義される範囲内に戻る場合に、ＣＰＵ４４は、バッファ
３６からのデジタル値が、メモリ手段４５からのデジタル値よりも小さいと判定し、現在
の日付及び時刻を得る。
【００６０】
　また、ＣＰＵ４４は、マスター基準クロック信号が上限の許容値内で基準信号（ＥＸＴ
＿ＲＥＦ）に位相同期していること及び基準信号のフォーマット（総走査線数が５２５本
でありフレーム周波数が５９．９４Ｈｚの同期信号であって、インターレース方式の同期
信号）を表すための信号を表示手段４９に出力する。表示手段４９は、例えば、「ＵＮＤ
ＥＲ　＋１０ｐｐｍ，［５２５ｉ／５９．９４］」を表示する。ＣＰＵ４４は、表示手段
４９が表示する内容及びそれに対応する日付及び時刻をメモリ手段４７に記憶する。なお
、警告機能が有効であるので、ＣＰＵ４４は、引き続き、バッファ３６からのデジタル値
と、メモリ手段４５からの各デジタル値とを比較する。
【００６１】
　図４は、メモリ手段４７に記憶されるログの内容の１例を表す。図４に示すように、メ
モリ手段４７には、ログの発生番号ととともに、上述のゲンロックの状態が、記憶されて
いる。なお、メモリ手段４７の容量を考慮して、ログの発生番号の数を、例えば９９に設
定することもできる。すなわち、メモリ手段４７は、９９個のゲンロックの状態を記憶す
る。ＣＰＵ４４は、１００個目以降のゲンロックの状態をメモリ手段４７に記憶する毎に
、最も古いログの発生番号のゲンロックの状態を消去する。
【００６２】
　ＣＰＵ４４は、ユーザによって指定されたログ保存モードを入力手段５０から入力する
と、メモリ手段４７に記憶されるログの内容を、記憶媒体４８（例えば、ＣＦ　ＣＡＲＤ
）に保存する。
【００６３】
　また、ＣＰＵ４４は、ユーザによって指定されたログ表示モードを入力手段５０から入
力すると、メモリ手段４７に記憶されるログの内容を、表示手段４９に表示する。なお、
表示手段４９の表示領域を考慮して、表示手段４９は、ログの発生番号毎に、ゲンロック
の状態を表示することもできる。
【００６４】
　本発明によれば、外部の基準同期信号の状態を把握することができるので、外部の基準
同期信号にどのような異常がいつ発生したのかを分析することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】ゲンロックシステムを概略的に説明するための図である。
【図２】映像信号発生器１２の概略機能ブロック図である。
【図３】本発明に従ったゲンロック装置２１の詳細なブロック図である。
【図４】メモリ手段４７に記憶されるログの内容の１例を表す。
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